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ごあいさつ 
 2020年から始まったコロナ禍を抜けて、2022年は対面でのビブリオバトル開催が戻ってきた一年でした。
まだ開催には慎重な現場も多いですが、２年間のオンライン代替大会を乗り越えて、活字文化推進会議主催の
全国大学ビブリオバトルも2022年には無事「対面」での大会を開催することができました。私自身も決勝大会
には現地参加させていただきましたが、その熱気の懐かしさに込み上げるものがありました。「やっぱり、皆が
集まって、場を共有するのが、ビブリオバトルなのだなぁ︕」と再確認しました。 

各地でのビブリオバトルイベントも息を吹き返しつつあります。一方でコロナ禍の間に広まったオンライ
ン・ビブリオバトルが可能性を拓いた部分もあります。少人数開催のビブリオバトルだとオンラインも捨てが
たいです。特に忙しい人や、外出困難な人、また地方に住んでいて周囲に気の合う仲間が見つけにくい人、そ
ういう人々にとってコロナ禍の時代を通して培われたオンライン・ビブリオバトルの文化やノウハウは重要な
意味を持っているのだと思います。2023年度はこのような知見を共有し、さらなるビブリオバトルの発展に資
するような学術議論および情報発信的なイベントも企画したいと考えています。 

このようなビブリオバトルの広がりに対して、各地の活動を広報したり、応援したり、また継続的な情報発
信をしていけるのも「ビブリオバトル協会サポーター」の皆様のご支援あってのものと認識しております。ビ
ブリオバトル普及委員会および協会の活動趣旨をご理解いただき、ぜひ、ご支援いただければ幸いです。 

 
 一般社団法人ビブリオバトル協会  

代表 谷口 忠大  
 
 
 
 
ごあいさつ 

日本社会においてもパンデミックの出口が見え始め，2023年は本格的な「アフターコロナ時代」の幕開けと
なりそうです．この３年間の間に私たちの生活は大きく変化しました．おそらくパンデミックが終焉したとし
ても，仕事や生活の様式が2019年以前と同様に戻ることはないでしょう．高度に効率化された情報伝達の場で
は，人々がその内面を表現する機会が失われる傾向にあります．その結果「組織の中での役割」としての存在
のみが意識され，「個人」としての存在が希薄化することが懸念されます．このことは，個々人の組織への貢献
へのモチベーションはもちろんのこと，それに支えられる組織の活力にも影響を与えるのではないでしょう
か． 

わたしたちビブリオバトル普及委員会は，ビブリオバトルがこのような時代への一つの回答となりえると考
えてさまざまな普及活動に取り組んでいます．昨年12月25日には，全国大学ビブリオバトルのファイナルステ
ージの対面開催を3年ぶりに実現することができました． またユニークな活動でビブリオバトルの普及活動に
貢献して頂いている方々に授与しているBibliobattle of the Year（BoY）も例年通りお贈りすることができま
した． 

 このような活動を継続できるのは，その意義を理解し支えてくださっているサポーターの皆様のおかげで
す．改めて深く感謝いたします．本年度も，さらにビブリオバトルに関わる活動を盛り上げ，その成果を社会
に還元することを目指し，さまざまな活動に取り組んでゆく予定です．本年度も変わらぬご支援をどうぞよろ
しくお願い申し上げます． 

 
ビブリオバトル普及委員会  

代表 須藤 秀紹  
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2022年度・ビブリオバトル協会サポーター会員 ※敬称略 

 
＜ゴールドサポーター会員＞ 

株式会社図書館流通センター 

 

＜シルバーサポーター会員＞ 

株式会社ブックエース 

株式会社ビバ 

 

＜ブロンズサポーター会員＞ 

あんとれボックス 

子どもの未来社 

株式会社さ・え・ら書房 

株式会社東京創元社 

デーリー東北新聞社 

 

 

・ゴールドサポーター会員 

  
 

・シルバーサポーター会員 

 
 

・ブロンズサポーター会員 

    

 
  

http://www.trc.co.jp/index.html
http://book-ace.co.jp/
http://www.viva-co.co.jp/
http://entrebox.biz/
http://www.ab.auone-net.jp/%7Eco-mirai/
http://www.saela.co.jp/
http://www.tsogen.co.jp/np/index.html
http://www.trc.co.jp/index.html
http://book-ace.co.jp/
http://www.viva-co.co.jp/
http://entrebox.biz/
http://www.tsogen.co.jp/np/index.html
http://www.saela.co.jp/
http://www.ab.auone-net.jp/%7Eco-mirai/
http://feature.daily-tohoku.co.jp/biblio/2016/biblio.htm
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ビブリオバトル普及委員会・ビブリオバトル協会活動概要 

 

ビブリオバトルは 「人を通して本を知る、本を通して人を知る」をキャッチフレーズとしたゲーム感覚を取り

入れた新しいスタイルの書評合戦です。全国の小中学校、高等学校、大学、一般企業の研修・勉強会、図書館、

書店、サークル、カフェ、家族の団欒など様々な場所で開催されており、その楽しさが広く共有されています。 

ビブリオバトル普及委員会は、ビブリオバトルの普及を通して、世の中のコミュニケーションや知識共有、人々

のつながりを活性化させることを目的とする団体です。 

普及委員会は法人格を持たない有志の集まりですので、それを裏から支え、運営業務を受け持つ法人が一般社

団法人ビブリオバトル協会となります。 

 

 

公式ルール 

1. 発表参加者が読んで面白いと思った本を持って集まる． 

2. 順番に１人５分間で本を紹介する． 

3. それぞれの発表の後に，参加者全員でその発表に関するディスカッションを２～３分間行う． 

4. 全ての発表が終了した後に，「どの本が一番読みたくなったか︖」を基準とした投票を参加者全員が１人１

票で行い，最多票を集めた本をチャンプ本とする． 

 

この公式ルールの設定により、 

①書籍情報共有機能 

②スピーチ能力向上機能 

③良書探索機能 

④コミュニティ開発機能  

 

以上の効果が期待され、また 「チャンプ本」を決定するというゲーム性を持たせることで、本の選書から発表、

聴講、投票に至るまで自主的に楽しみながら、誰でも気楽に取り組める仕組みになっております。 

 

ビブリオバトル普及委員会は、ビブリオバトルの普及を通して、世の中のコミュニケーションや知識共有、人々

のつながりを活性化させることを目的とする団体です。より多くの方々にビブリオバトルの理解を深めていただ

くよう、各種活動を年間通じて行っております。 
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［イベント事業］ ※2022年度開催分 

 

＜Bibliobattle of the Year制度＞ 2016年度設立 

ビブリオバトル普及委員会では、ビブリオバトルに関わるユニークな取り組みを発見し合い、それらを多くの

人に周知することで、全国の活動を盛り上げていくことを目的に、表彰制度を設けています。 

Bibliobattle of the Year 2022 の大賞は、兵庫県の 「コバショでビブリオ」が受賞され、1月21日に大賞受賞

式をオンライにて開催しました。 

優秀賞受賞の 「伊丹市立図書館ことば蔵」より鹿嶋様、「一般社団法人フリンジシアターアソシエーション」よ

り大石様、大賞受賞の「コバショでビブリオ」より小林様と江上様に受賞スピーチをしていただきました。 

https://bibliobattle-award2022.mystrikingly.com/ 

 

＜Zoomでの授賞式の様子＞ 

 
（大賞︓コバショでビブリオ 小林様と須藤代表） 

 

 
（優秀賞︓一般社団法人フリンジシアターアソシエーション 大石様） 

 

 
（優秀賞︓伊丹市立図書館ことば蔵 鹿嶋様） 

https://bibliobattle-award2022.mystrikingly.com/
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＜大学ビブリオバトル＞ 2010 年度より開催 

3年ぶりに、全国大学ビブリオバトルを対面開催することができました。 

地区予選・地区決戦が全国各地で開催され、延べ1,524名の学生がおすすめ本を紹介、熱いバトルを繰り広げ

ました。 

 

全国大学ビブリオバトル2022 本戦 ～ファイナルステージ in 浦安～ 予選、本戦運営 

主催︓活字文化推進会議 

共催︓一般社団法人ビブリオバトル協会、ビブリオバトル普及委員会 

主管︓読売新聞社 

https://zenkoku.bibliobattle.jp/univ_bibliobattle 

 

 
   

 

［講師紹介事業］ 

ビブリオバトルの導入を目指す団体様向けに、研修会、講演会の講師紹介を承っています。 

参加者の皆さまにビブリオバトルを楽しんでいただくコツや開催時の注意などを、分かりやすくご紹介して

います。 

https://www.bibliobattle.jp/lecturer 

  

  ＜2022年度講師紹介実績＞ 

  ・愛知県刈谷青年会議所 

  ・伊丹市立図書館ことば蔵 

  ・大阪府教育庁 

  ・兵庫県立宝塚高等学校 

・ （株）プレジデント社  

・宝達志水町地域おこし協力隊 

 

https://zenkoku.bibliobattle.jp/univ_bibliobattle
https://www.bibliobattle.jp/lecturer
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［協力事業等］ 

後援、協力といった形で各地のビブリオバトル関連行事に関わっております。 

 

 ◇2022年度実績（キャンセルになったイベントは含まず） 

 ＜後援＞ 

・2022年 5月14日（日） 神奈川県︓大佛次郎記念館「和の装いdeビブリオバトル」 

・2022年10月29日（土） 埼玉県︓彩の国高校生ビブリオバトル2022 

・2022年11月12日（土） 青森県︓第9回ビブリオバトルin八戸 

・2022年12月24日（土） 三重県︓高校生ビブリオバトル三重県大会2022 

    三重県︓中学生ビブリオバトル三重県大会2022 

・2023年 1月22日（日） 東京都︓第９回全国高等学校ビブリオバトル決勝大会 

・2023年 2月26日（日） 福岡県︓知的書評合戦ビブリオバトル in おりお2023冬 

・2023年 3月12日（日） 奈良県︓「第8回ビブリオバトル全国大会inいこま」 

・2022年 3月19日（土） 東京都︓第６回全国中学ビブリオバトル決勝大会 

 

 ＜協力＞  

・2021年10月1日（金）～ 毎週金曜放送 NBCラジオ「ラジオDEビブリオバトル」 

・2022年9月21日（水） NHK「NABE」 

 

 ＜司会＞ 

 ・2022年12月18（日）、12月25日(日) 大阪府︓第7回大阪府中高生ビブリオバトル大会 

 

 

［公式サイト運営］ 

http://www.bibliobattle.jp 

 

［SNS運営］ 

・公式Facebookグループ運営 https://www.facebook.com/bibliobattle.official 

・公式ツイッター管理 https://twitter.com/bibliobattle 

 

［関連書籍出版］ 

http://www.bibliobattle.jp/books 

 

  【教科書掲載】 

小学校、中学校の生徒用教科書・副教材・教員向け指導書にも掲載されています。 

 

https://www.facebook.com/bibliobattle.official
https://twitter.com/bibliobattle
http://www.bibliobattle.jp/books
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【商標・名称利用管理】 

イベントや出版等で、ビブリオバトルの名称を使用される際の管理を行っています。 

 

［メディア掲載状況などの情報確認］ 

ビブリオバトルは各方面のメディアに取り上げられております。（※事務局で把握できた情報） 

 

新聞 

（紙面・電子版） テレビ ラジオ＊ 雑誌・その他 

ネット 

（新聞と重複有） 年 合計 

2022年 57 5 50 0 14 126 

   ＊NBCラジオのラジオDEビブリオバトル(毎週金曜日放送)含む 

 

  

［全国開催情報カレンダー掲載］ 

全国で実施されるビブリオバトル情報を公式カレンダーへ掲載しています。 

http://www.bibliobattle.jp/calendar 

 

 

［問い合わせ窓口］ 

全国から寄せられる、ビブリオバトルに関連するお問い合わせに対応しております。 
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ビブリオバトル協会サポーター会員募集要項 

 

１. ビブリオバトル協会サポーター特典 

会費（年会費）種別により各種特典をご利用いただけます。（次ページの一覧表をご参照ください） 

特典のご利用は年度の終わりまでです。 

 

①企業ロゴ・バナーの掲載 

ビブリオバトル普及委員会公式サイト、およびビブリオバトル協会のトップにロゴを掲載します。 

また、「ビブリオバトル協会サポーター」の名称を自由にお使いいただけます。 

 

 

 

                サポーター専用マークです。ご自由にご利用いただけます。 

 

②ビブリオバトル情報の受信 

協会にて集約された開催レポートなどのビブリオバトル関連情報を、「ビブリオバトルニュース」とし

てお届けいたします。 

通常は、普及委員会の会員にならないと受信できないニュースです。 

 

③サポーター会員の紹介 

・ビブリオバトルニュース（原則週一回会員向け発行）での、サポーター会員紹介 

・Facebookなど、公式SNSでのサポーター会員紹介 

 

④主催するイベントにおけるチラシ配布 

ビブリオバトル普及委員会が主催するイベントにて、ご希望のチラシを配布いただけます。 

 

⑤講師紹介での割引のご利用  

※会員種別により異なります。 

https://www.bibliobattle.jp/lecturer 

 

⑥ビブリオバトル公式サイトのPRページのご利用 

ゴールドサポーター会員、プラチナ会員はビブリオバトル普及委員会公式サイトにあるサポーター 

専用ページにて、ご希望のPRなどを行うことができます。 

更新は、原則年一度の更新とさせていただきますが、それ以上の場合はご相談ください。 

 

⑦理事・代表・考案者クラスによる講演・ワークショップ［１回］のご利用 
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2. サポーターの種別、特典の一覧 

 

特典有効期間 2023年4月1日～2024年3月31日 

 

会費︓プラチナ会員30万円、ゴールド会員10万円、シルバー会員5万円、ブロンズ会員3万円 

 

 プラチナ会員 ゴールド会員 シルバー会員 ブロンズ会員 

①企業ロゴ・バナーの掲載 ○ ○ ○ ○ 

②ビブリオバトル情報の受信 ○ ○ ○ ○ 

③公式FB等を通じサポーター会

員の皆さまをご紹介 
○ ○ ○ ○ 

④普及委員会が主催するイベン

トにおけるチラシ配布 
○ ○ ○  

⑤講師紹介の割引 ◎15% ○10% △5%  

⑥ビブリオバトル公式サイトの

PRページご利用 
○ ○   

⑦代表クラスによる講演・ワー

クショップ［１回］のご利用 
○    

④のチラシ配布にかかる印刷や郵送料はご負担ください。 

⑤の講師派遣料金は普及委員会規程となります。 

⑥のページ更新は原則年一度といたしますが、それ以上をご希望の場合はまずご相談ください。 

⑦は交通費のみ別途ご負担ください。 

 

※ビブリオバトル×サポーター会員 共同企画も年間を通し、実施しております。 

https://www.bibliobattle.jp/supporter/-collaboration 

 
例）販促企画の実施 

・ビブリオバトルの発表参加者への特典としてオリジナル商品をプレゼント 

・SNSによる宣伝販促 

 

［お問い合わせ・サポーターお申し込み窓口］ 

お気軽にお問い合わせください。 

メールアドレス info@bibliobattle.jp 

  

https://www.bibliobattle.jp/supporter/-collaboration
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ビブリオバトル普及委員会 
 

http://www.bibliobattle.jp 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

一般社団法人ビブリオバトル協会 
 

http://association.bibliobattle.jp 
 


